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学
校
で
は
論
理
的
な
思
考
力
や

判
断
力
、
協
調
性
や
思
い
や
り
な
ど
を

21
世
紀
型
ス
キ
ル
＆
倫
理
観
と
し
て
設

定
し
日
々
の
教
育
活
動
を
行
い
、
主
権

者
及
び
消
費
者
教
育
に
つ
い
て
は
小
・

中
・
高
等
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
段
階

に
お
い
て
、
系
統
的
に
学
習
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
で

は
、
学
校
生
活
や
地
域
で
の
身
近
な
問

題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
社
会
へ
の
参

画
意
識
を
育
ん
で
い
る
。
引
き
続
き
、

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
行
動
化
で

き
る
確
か
な
学
び
に
し
て
い
く
「
福
山

１
０
０
Ｎ
Ｅ
Ｎ
教
育
」
を
着
実
に
取
り

組
む
。

18
歳
成
人
に
向
け
た
学
校
教
育
の

在
り
方
は

問

法
改
正
に
よ
り
２
０
２
２
年

４
月
か
ら
18
歳
以
上
が
成
人
年
齢
と

な
る
。
今
の
学
生
は
成
人
に
向
か
っ

て
い
る
自
覚
も
遅
れ
て
い
る
と
の
指

摘
も
あ
る
が
、
主
権
者
及
び
消
費
者

教
育
の
在
り
方
な
ど
、
学
校
で
の
18

歳
成
人
に
向
け
た
教
育
の
考
え
は
。

大お
お
つ
か塚　
忠た

だ

司し

新
政
ク
ラ
ブ

（
70
分
）

　
ド
ロ
ー
ン
や
自
動
走
行
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
革
新
的
技
術

を
活
用
し
、
事
業
化
す
る
目
的
で
行
う

実
証
を
地
域
や
参
加
者
、
期
間
を
限
定

し
て
規
制
緩
和
を
活
用
し
、
新
た
な
発

想
で
何
度
で
も
試
行
錯
誤
で
き
る
取
り

組
み
を
称
し
て
い
る
。

　
今
後
、
市
で
は
新
た
に
切
り
開
く
社

会
実
験
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、
新
し
い

社
会
の
姿
を
福
山
か
ら
提
案
す
る
都
市

と
し
て
「
ま
る
ご
と
実
験
都
市
ふ
く
や

ま
」
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
。

藤ふ
じ
わ
ら原　

　
平た

い
ら

無
所
属

（
30
分
）

サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
は

答

自
治
体
や
民
間
事
業
者
が
新
た

な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
だ
す
た
め

の
近
未
来
技
術
の
実
証
実
験
を
迅
速
に

行
え
る
よ
う
安
全
性
に
十
分
配
慮
し
た

上
で
、
事
前
規
制
や
手
続
き
を
抜
本
的

に
見
直
す
制
度
で
あ
る
。

問

サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
の
概

念
と
今
後
の
展
開
は
。

徳と
く
や
ま山　
威た

け

雄お

誠
友
会

（
50
分
）

も
た
ち
が
自
ら
考
え
学
ぶ
授
業
づ
く
り

を
小
中
一
貫
教
育
の
柱
と
し
、
授
業
、

組
織
、
評
価
の
３
つ
の
転
換
を
示
し
、

一
昨
年
に
は
「
福
山
１
０
０
Ｎ
Ｅ
Ｎ
教

育
」を
宣
言
し
た
。こ
の
間
、
知
、
徳
、

体
に
係
る
調
査
で
知
識
、
技
能
の
定
着

等
数
値
に
よ
る
結
果
が
表
れ
て
い
る
。

ま
た
学
校
訪
問
で
子
ど
も
や
教
職
員
の

姿
か
ら
も
変
化
を
実
感
し
て
い
る
。

②
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の「
学
び
た
い
」

に
火
を
付
け
、
学
び
の
面
白
さ
を
実
感

し
、
学
び
続
け
る
力
で
自
分
の
人
生
を

切
り
開
こ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
が
あ

ふ
れ
る
、
の
び
や
か
で
創
造
性
の
あ
る

学
校
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
す
。

教
育
長
４
年
間
の
評
価
と

今
後
の
か
じ
取
り
は

答

①
「
全
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
所
信
表
明
を

し
た
こ
こ
が
、
私
の
出
発
点
で
あ
り
原

点
で
あ
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
子
ど

問

①
教
育
長
に
就
任
さ
れ
て
か

ら
４
年
間
の
自
身
の
評
価
は
。

②
今
後
の
教
育
行
政
の
か
じ
取
り
は
。

答

①
本
郷
取
水
場
が
浸
水
し
、
緊

急
的
な
措
置
と
し
て
中
津
原
浄
水
場
か

ら
の
配
水
に
切
り
替
え
、
松
永
地
域
な

ど
西
南
部
地
域
の
配
水
を
継
続
し
た
。

②
業
務
継
続
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
迅

速
な
復
旧
や
適
切
な
応
急
給
水
等
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
近
隣
事
業
体
、
民
間

企
業
等
と
の
連
携
も
不
可
欠
で
あ
る
。

引
き
続
き
有
事
に
備
え
、
的
確
に
対
応

で
き
る
職
員
の
育
成
と
と
も
に
ハ
ー
ド

面
の
対
策
を
講
じ
、
上
下
水
道
機
能
の

維
持
、
向
上
に
努
め
る
。

西
日
本
豪
雨
災
害
を
受
け
て
の

今
後
の
防
災
対
策
は

問

①
上
下
水
道
局
で
は
大
規
模

地
震
の
際
の
業
務
継
続
計
画
を
策
定

し
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
の
豪
雨
災

害
で
断
水
回
避
の
た
め
に
取
ら
れ
た

措
置
は
。

②
県
で
は
昨
年
度
、
水
道
広
域
連
携

案
を
打
ち
出
し
た
が
、
有
事
の
際
の

水
道
供
給
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
。

岡お
か
ざ
き崎　
正ま

さ
ず
み淳

無
所
属

（
30
分
）


